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かながわミルク
フェスティバル 2016

家畜に親しむつどい かながわ畜産フード
コレクション 2016

かながわ
トントンまつり畜産フェスティバル 施設公開 ミルクメッセ

開催
日時

10 月1日 ( 土 )
11時〜 15 時 10 月 23 日（日）10 時〜 15 時 11月 6 日 ( 日 )

10 時〜 15 時
11月13 日 ( 日 )
10 時〜 15 時

場所 日本丸メモリアルパーク
横浜市西区みなとみらい 2-1-1

畜産技術センター　　海老名市本郷 3750
県央家畜保健衛生所　海老名市本郷 3658

日本丸メモリアルパーク
横浜市西区みなとみらい 2-1-1

湘南台公園・公民館
藤沢市湘南台 1-8

交通 「桜木町駅」・「みなとみらい駅」・
「馬車道駅」下車徒歩 5 分 神奈中バス　海老名・長後線「海老名駅東口」・「長後駅西口」から約 20 分「畜産研究所」下車 「桜木町駅」・「みなとみらい駅」・

「馬車道駅」下車徒歩 5 分
「湘南台駅」下車
東口から徒歩 5 分

主催 かながわ酪農活性化対策委員会
（県酪連、神奈川県ほか） 畜産振興会 畜産技術センター

県央家畜保健衛生所 牛乳普及協会 かながわ畜産ブランド推進協議会
（神奈川県、畜産関係 16 団体） 養豚協会・畜産振興会畜産会

共催 ー 神奈川県 ー ー ー 藤沢市

後援 ー 神奈川県 ー ー ー 神奈川県藤沢市教育委員会

協賛 ー 畜産会、畜産会養鶏部会、牛乳普及
協会、養豚協会、県酪連、養蜂組合 ー 畜産会、畜産会養鶏部会、畜産振興

会、養豚協会、県酪連、養蜂組合 畜産関連企業等 ー

内容

模擬搾乳体験コーナー
乳製品販売
県産牛乳試飲配布（1,000 本）
牛さんの着ぐるみと写真撮影しよう
酪農業の PR・パネル展示
酪農機器の展示と体験
骨密度測定コーナー
牛乳ソムリエクイズ・飲んだ銘柄は ?
牛乳パック工作教室・ヨーヨーを作ろう
牛乳工場の PR・パネル展示、DVD 上映

牛乳ソムリエクイズ・飲んだ銘柄は ?
かながわ産牛焼肉の販売（200 名）
ふれあいポニー
県産豚肉のチャリティ豚汁配布
豚肉加工品・プリン・焼き鳥の販売
卵・鶏肉料理教室

（午前､ 午後 1回合計 60 名）
チャリティたまごくじ

（午前､ 午後 1回合計 300 名）
養蜂展示と蜂蜜試食・販売
地元産の花・焼き菓子の販売

【畜産技術センター】
牛の乳しぼり・エサやり体験をして
みよう
鶏・豚をスケッチしてみよう
水処理博士になろう
畜産ウルトラミニクイズ

【県央家畜保健衛生所】
タマゴの中をのぞいてみよう
牛の直腸検査を体験してみよう
家保探検クイズ

牛乳パック工作教室
（親子 20 組× 2 回）
牛乳クイズラリー（先着 2000 名様）
子供の遊び場フワフワ
骨密度測定コーナー
牛乳・乳製品販売

かながわの畜産フード食べくらべ
ステージイベント
パネル展示による県の畜産 PR
家畜の展示　等

かわいい子ぶたとのふれあい
ポニーの試乗
豚のハガキ絵コンクール

（展示と表彰）
豚肉のポークチョップの販売
銘柄豚肉・加工品の販売
ヨートンクイズ
養豚の知識パネル展示
地場産野菜の展示即売
豚肉消費拡大パンフレットの配布

問合
せ先

かながわ酪農活性化対策委員会
（県酪連）　 0463-94-1020
畜産振興会 045-751-5460

畜産振興会 
045-751-5460

畜産技術センター
046-238-4056

県央家畜保健衛生所
046-238-9111

牛乳普及協会 
045-761-1807

神奈川県畜産会
045-761-4191
神奈川県畜産課
045-210-4518

養豚協会
045-751-5460

畜産振興会
045-751-5460

平成 28 年度 神奈川の畜産フェスティバル & かながわ畜産フードコレクション 2016

（国内で口蹄疫等の家畜伝染病が発生した場合は、イベントは中止しますので予めご了承ください。）

　
（
有
）
横
山
養
豚

　

神
奈
川
県
知
事
賞

　
（
有
）
横
山
養
豚

　

県
畜
産
会
長
賞

　
（
有
）
横
山
養
豚

　
（
農
）
打
戻
種
豚
組
合　

佐
藤
弘
規

�

（
県
養
豚
協
会　

前
田
）

県
産
鶏
卵
消
費
拡
大

イ
ベ
ン
ト
開
催

　

世
界
的
景
気
後
退
に
よ
り
、
低
迷
す

る
個
人
消
費
の
影
響
が
食
に
ま
で
及

び
、
養
鶏
経
営
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
し
、
県
内
産

鶏
卵
の
消
費
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、

県
畜
産
会
養
鶏
部
会
、
県
ト
リ
研
究
会

は
、
八
月
五
〜
六
日
に
、
平
塚
市
田
村

の
J

A
全
農
神
奈
川
県
本
部
事
業
所
で

開
催
さ
れ
て
い
る
農
業
機
械
展
総
合
展

示
会
場
で
県
内
産
鶏
卵
等
の
P

R
を
行

い
ま
し
た
。

　

た
ま
ご
プ
リ
ン
の
販
売
や
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ウ
と
し
て
卵
な
ら
ぬ
色
分

け
し
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
掴
み
取
り
に

よ
る
卵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ま
た
、
県
内

鶏
卵
直
売
所
の
一
覧
表
や
た
ま
ご
知
識

ケ
ー
タ
イ
、
ス
マ
ホ
、
ポ
ケ
モ
ン
G
O

な
が
ら
は
禁
止
、
真
面
目
に
G
O

　
「
な
が
ら
族
」と
言
う
言
葉
が
流
行
っ

た
の
は
何
十
年
も
の
昔
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
ラ
ヂ
オ
を
聞
き
な
が
ら
勉
強
す

る
な
。
テ
レ
ビ
の
時
代
に
な
る
と
勉
強

し
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
る
な
ん
て
ト
ン

デ
モ
ネ
ー
。
自
動
車
が
多
く
な
る
と
危

ね
ー
か
ら
歩
き
な
が
ら
本
を
読
む
な
。

と
な
る
と
先
の
戦
争
中
に
全
国
の
国
民

学
校
の
校
門
脇
に
建
て
ら
れ
て
い
た
二

宮
金
次
郎
の
像
は
学
童
た
ち
に
何
を
教

え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
像
は
焚
き

木
を
背
負
っ
て
歩
き
な
が
ら
本
を
読
ん

で
い
る
姿
だ
っ
た
。
寸
暇
を
惜
し
ん
で

勉
強
し
ろ
、
と
の
教
え
で
あ
ろ
う
。
当

時
の
子
供
達
の
教
科
書
は
国
定
教
科
書

で
、
全
国
同
じ
、
兄
姉
が
大
切
に
使
っ

た
お
下
が
り
を
譲
り
受
け
、
ま
た
そ
れ

を
歳
下
の
子
に
譲
る
た
め
に
大
切
に
使

い
ま
し
た
。
背は
い
の
う嚢

（
皮
革
の
ラ
ン
ド
セ

ル
は
買
え
な
か
っ
た
）
か
ら
本
を
出
し

の
冊
子
の
配
布
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
県
内

の
鶏
卵
生
産
者
の
存
在
や
経
営
状
況
を

消
費
者
に
知
っ
て
頂
く
と
と
も
に
、
卵

価
値
上
げ
へ
の
理
解
醸
成
に
も
繋
が
っ

て
行
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
畜
産
会
養
鶏
部
会
）

平
成
二
十
八
年
度

鶏
魂
供
養
祭
の
案
内

　

人
間
の
た
め
に
命
半
ば
で
こ
の
世
を

去
っ
た
鶏
の
霊
を
慰
め
る
鶏
魂
供
養
祭

を
例
年
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
：

平
成
二
十
八
年
十
月
六
日（
木
）

午
前
十
一
時
開
式

開
催
場
所
：
大
雄
山
最
乗
寺

主
催
：
神
奈
川
県
畜
産
会
養
鶏
部
会

　

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

　

平
成
二
十
八
年
度
第
1
四
半
期

（
二
十
八
年
四
〜
六
月
）
の
指
定
肉
用

子
牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売
買
価

格
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

黒
毛
和
種�

七
九
七
、九
〇
〇
円

　

交
雑
種�

三
八
七
、八
〇
〇
円

　

乳
用
種�

二
二
九
、三
〇
〇
円

　

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保

証
基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共

に
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給

金
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」に
つ
い
て
、

交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
畜
産
会
）

て
歩
き
な
が
ら
見
て
い
た
ら
「
本
を
傷

め
る
な
」
と
先
生
に
叱
ら
れ
た
。
金
次

郎
は
良
い
の
に
俺
は
ダ
メ
か
。
金
次
郎

の
頃
の
道
は
、
車
は
も
と
よ
り
人
の
往

来
も
殆
ん
ど
無
く
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
る
事
も
無
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
現
代
の
ケ
ー
タ
イ
や
ス
マ
ホ
を

使
い
な
が
ら
の
「
ス
マ
ホ
歩
き
」
は
困

り
も
の
で
す
。
ス
マ
ホ
を
凝
視
し
な
が

ら
、
か
た
わ
ら
に
人
無
き
が
ご
と
く
に

人
混
み
を
闊
歩
。
先
日
、
大
き
な
重
い

荷
物
を
持
ち
歩
き
、
立
ち
止
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
ス
マ
ホ
歩
き
の
男
が
荷
物

に
突
進
し
て
来
て
固
い
荷
に
脚
を
ぶ
っ

つ
け
「
痛
テ
ー
ぞ
、こ
の
野
郎
！
」
と
。

自
分
の
進
む
先
を
見
ず
に
突
っ
込
ん
で

来
て
、「
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
」
で
は
な
く
、

「
こ
の
野
郎
」
は
な
い
だ
ろ
う
よ
。
壊

れ
る
よ
う
な
品
物
で
な
か
っ
た
の
が
幸

い
で
し
た
が
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
赤

ち
ゃ
ん
が
乗
っ
て
い
る
乳
母
車
だ
っ
た

ら
と
、
ゾ
ッ
と
し
ま
し
た
。
乳
母
車
に

警
報
機
を
付
け
て
危
険
回
避
を
、
と
考

え
て
み
ま
し
た
が
、
相
手
が
イ
ヤ
ホ
ン

で
耳
を
塞
い
で
い
た
り
、
寝
て
い
る
赤

ち
ゃ
ん
が
突
然
の
強
音
に
び
っ
く
り
し

て
泣
き
出
し
た
り
し
た
ら
困
る
よ
ね
。

ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
乳
母
車
を
押
し
て

い
る
お
母
さ
ん
を
見
ま
し
た
が
、
こ
れ

こ
そ
危
険
極
ま
り
な
い
行
為
。「
ス
マ

ホ
歩
き
」
で
さ
え
危
険
な
の
に
、
車
を

運
転
中
に
ス
マ
ホ
を
使
う
不
逞
の
輩
が

少
な
く
な
い
と
の
こ
と
。
ス
マ
ホ
用

ゲ
ー
ム
の
「
ポ
ケ
モ
ン
G

O
」
が
蔓
延

し
て
し
ま
い
、
運
転
中
に
ポ
ケ
モ
ン
に

夢
中
に
な
っ
て
前
方
不
注
視
で
歩
行
者

を
死
傷
さ
せ
る
事
故
が
発
生
。
世
の

中
、
忙
し
く
て
も
何
か
を
し
な
が
ら
は

禁
止
。

　

車
の
運
転
も
、
歩
く
こ
と
も
真
剣
に

や
れ
！
真
面
目
に
G

O
！�

（
忠
九
朗
）

第642号　平成28年 9 月 1 日（木曜日）

新
む
ら
す
ず
め

も
っ
と
知
っ
て
神
奈
川
の
畜
産

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立っています。

崎 馬 催 日開競川
年     月       日（金）、       月       日（月）～    月       日（火）28 9 9 12

     月       日（月）～      月       日（金）3 10 7
    9 13    9
   10

     月       日（月）～      月       日（金）31 10 4   11 ナイター
開催
ナイター
開催

　

平
成
二
十
八
年
度
神
奈
川
の
畜
産

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
&
か
な
が
わ
畜
産

フ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
6

　

神
奈
川
県
で
生
産
さ
れ
る
牛
乳
は
、

県
民
一
一
九
万
人
分
に
あ
た
り
ま
す
。

同
様
に
豚
肉
は
五
八
万
人
分
、
鶏
卵
は

九
六
万
人
分
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
の
畜
産
を
、
も
っ
と
広
く
県

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
県

民
の
皆
様
と
と
も
に
都
市
畜
産
を
推
進

す
る
た
め
に
も
、「
神
奈
川
の
畜
産
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
&
か
な
が
わ
畜
産
フ
ー
ド

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
6
」
に
、
是

非
お
出
か
け
下
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、神
奈
川
県
、

藤
沢
市
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
畜
と
の
ふ
れ
あ
い

等
を
通
し
、
畜
産
に
関
心
と
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�

（
総
務
部
）

平
成
二
十
八
年
度

神
奈
川
県
肉
豚
共
進
会
褒
章

授
与
式
開
催
さ
れ
る

　
（
一
社
）
神
奈
川
県
養
豚
協
会
主
催

の
平
成
二
十
八
年
度
神
奈
川
県
肉
豚
共

進
会
は
、
九
十
九
組
一
九
八
頭
の
出
品

が
あ
り
、
こ
の
褒
章
授
与
式
が
オ
ー
ク

ラ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ホ
テ
ル
海
老
名
で
八

月
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
山
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
神
奈
川

県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
竹
本
所
長
よ
り

審
査
報
告
が
あ
り
、
こ
の
後
本
会
賞
並

び
に
副
賞
の
授
与
に
移
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
高
尾

環
境
農
政
局
農
政
部
畜
産
課
畜
産
振
興

担
当
課
長
の
祝
辞
の
後
に
、
三
浦
信
佑

参
議
院
議
員
、
養
豚
協
会
顧
問
議
員
の

佐
藤
光
県
議
会
議
員
及
び
日
本
養
豚
協

会
会
長
志
澤
勝
会
長
か
ら
の
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

○
本
会
賞

　

名
誉
賞

　

一
席
：（
有
）
横
山
養
豚

　

二
席
：　

田
中　

豊

　

三
席
：　

横
山　

拓
生

○
副
賞

　

農
林
水
産
大
臣
賞
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第642号　平成28年 9 月 1 日（木曜日）

　

モ
デ
ル
農
家
の
ひ
と
つ
B
牧
場
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
B
牧
場
（
牛
床
数
40
）
で
は
、

以
前
は
経
産
牛
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
通
常
精

液
を
授
精
し
、
後
継
牛
を
確
保
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
24
〜
25
年
頃
、
生
ま
れ

た
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
は
雄
子
牛
が
多
く
、
後
継

牛
が
確
保
で
き
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。

後
継
牛
が
い
な
い
た
め
、
経
産
牛
の
更
新
を

遅
ら
せ
搾
乳
し
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
頭

数
が
減
り
、
牛
床
数
40
の
と
こ
ろ
、
経
産
牛

が
27
頭
、
育
成
牛
が
12
頭
と
な
り
ま
し
た
。

搾
乳
牛
舎
に
も
育
成
牛
舎
に
も
空
き
牛
房
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
計
画
的
更
新
が
出
来

な
く
な
っ
た
た
め
、
平
成
26
年
よ
り
性
選
別

精
液
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
（
表
3
）。
性
選
別
精
液
は
受
胎
す
れ
ば
、

ほ
ぼ
雌
子
牛
が
生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
受
胎

し
た
段
階
で
、
あ
る
程
度
の
安
心
感
が
得
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
今
年
も
性
選
別
精
液

を
授
精
し
た
牛
が
順
調
に
受
胎
し
て
お
り
、

現
在
は
F

1
生
産
に
む
け
た
和
牛
精
液
の
授

精
中
心
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。
性
選
別
精

液
に
よ
る
産
子
が
生
ま
れ
始
め
る
と
育
成
牛

も
増
え
始
め
、
現
在
20
頭
が
後
継
牛
と
し
て

1
　
は
じ
め
に

　

こ
こ
数
年
、
酪
農
家
に
立
ち
寄
る
と
、
搾

乳
牛
の
牛
房
が
空
い
て
い
た
り
、
牛
房
が
埋

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
育
成
牛
や
乾

乳
牛
が
繋
が
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。つ
ま
り
、

搾
乳
牛
頭
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
な
ぜ
、
搾
乳
牛
頭
数
が
少
な
く

な
っ
た
の
か
、
そ
し
て
搾
乳
牛
頭
数
の
減
少

は
酪
農
経
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

の
か
、
ま
た
、
効
率
的
な
後
継
牛
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

2
　

酪
農
経
営
の
状
況
と
安
定
経
営
の

方
向

　

平
成
19
〜
20
年
に
か
け
て
の
飼
料
価
格

の
高
騰
や
そ
の
後
の
高
止
ま
り
に
よ
り
、
酪

農
経
営
は
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
収
益
性
の
悪
化
か
ら
、
副
産

物
と
し
て
価
格
の
高
い
F

1
な
ど
肉
用
子

牛
の
生
産
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
、
和
牛
精

液
の
選
択
率
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
乳

牛
の
高
能
力
化
や
夏
季
の
暑
熱
の
影
響
に

よ
る
繁
殖
成
績
の
低
下
が
重
な
り
、
そ
の
結

果
、
後
継
牛
の
生
産
と
確
保
が
遅
れ
、
搾

乳
牛
舎
が
空
く
状
況
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
後
継
牛
と
し
て
初
妊
牛
を
産
地
か

ら
導
入
し
よ
う
と
し
て
も
、
初
妊
牛
価
格
は

年
々
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
予
算
内
で
必
要

な
頭
数
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
重
な
り
後
継
牛
が
確

保
で
き
ず
、
搾
乳
牛
の
更
新
が
遅
れ
る
と
、

乳
量
や
乳
質
が
低
下
し
、
よ
り
一
層
収
益
性

を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
後
継
牛
不
足
に
よ
る
搾
乳

牛
頭
数
の
減
少
か
ら
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に

陥
る
こ
と
で
、
酪
農
経
営
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
、廃
業
の
ひ
と
つ
の
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

県
畜
産
課
が
平
成
26
年
8
月
に
県
内
酪
農

家
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
成
牛
頭
数
が
牛
床
数
の
70

%
程
度
で
あ

る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

今
後
も
酪
農
経
営
を
継
続
し
て
い
く
に

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

4
　




A
牧
場
の
事
例
（
牛
床
数
40
、
自

家
育
成
中
心
、
一
部
預
託
）

（
1
）
改
善
前

　

平
成
20
年
ま
で
、
A
牧
場
は
、
後
継
牛

を
多
く
確
保
す
る
た
め
に
、
経
産
、
未
経

産
と
も
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
通
常
精
液
を

授
精
し
て
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
の
雌
子
牛
が
多
く
生
ま
れ
、
必
要
な

後
継
牛
は
確
保
さ
れ
、
余
剰
分
は
初
妊
牛

と
し
て
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
育

成
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
収
益
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
雄
子
牛
頭
数
も
多
く
、

F

1
な
ど
に
比
べ
市
場
販
売
単
価
が
安
い

た
め
副
収
入
は
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
2
）
改
善
後

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
改
善
す
る
た
め
、
効
率

的
な
後
継
牛
確
保
に
性
選
別
精
液
の
活
用
を

始
め
ま
し
た
。
性
選
別
精
液
は
平
成
20
年
こ

ろ
か
ら
少
し
ず
つ
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
25
年
秋
か
ら
未
経
産
牛
に
性
選
別
精

液
、
経
産
牛
の
ほ
ぼ
全
頭
に
和
牛
を
授
精
す

る
と
い
う
大
き
な
転
換
を
行
い
ま
し
た
（
表

1
）。
必
要
な
後
継
牛
は
し
っ
か
り
と
確
保

し
た
上
で
、
単
価
の
安
い
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
雄

子
牛
は
減
り
、
F

1
子
牛
の
頭
数
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
表
2
）。

（
3
）
改
善
効
果

　

改
善
の
結
果
、
搾
乳
牛
房
は
常
に
空
く
こ

と
が
な
く
、
子
牛
売
上
げ
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
F

1
よ
り

さ
ら
に
単
価
の
高
い
、
和
牛
子
牛
の
生
産
に

む
け
、
和
牛
受
精
卵
の
移
植
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
牛
の
能
力

向
上
を
目
指
し
、
優
良
な
系
統
の
輸
入
受
精

卵
の
移
植
も
検
討
す
る
な
ど
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

A
牧
場
で
は
、「
積
極
的
な
」
後
継
牛
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
牛

房
が
空
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

性
選
別
精
液
を
活
用
し
た
効
率
的
な
後
継

は
、
必
要
な
後
継
牛
を
確
保
し
、
安
定
し

た
生
乳
生
産
を
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

一
方
で
「
肉
用
子
牛
の
市
場
価
格
が
高
値

で
推
移
し
て
い
る
」
昨
今
、
肉
用
子
牛
の

生
産
頭
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
副
収
入
は

増
加
し
、
収
益
性
は
良
く
な
る
と
言
え
ま

す
。
つ
ま
り
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
交
配
と

子
牛
生
産
が
求
め
ら
れ
る
と
言
え
ま
す
。

3
　
後
継
牛
の
効
率
的
な
確
保

　

後
継
牛
の
効
率
的
な
確
保
に
は
、
性
選

別
精
液
の
活
用
が
有
効
で
す
。
し
か
し
、

酪
農
家
と
お
話
を
す
る
と
、
通
常
精
液
に

比
べ
「
価
格
が
高
い
」「
受
胎
率
が
低
い
」

な
ど
の
理
由
か
ら
積
極
的
に
は
利
用
し
て

い
な
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、子
牛
生
産
に
関
す
る
「
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
作
成
し
、
経
済
性
を
考

慮
し
た
後
継
牛
確
保
に
つ
い
て
比
較
し
ま

し
た
（
図
1
）。

　

図
1
の
「
現
状
」
は
、
未
経
産
牛
に
和
牛

精
液
を
授
精
し
F

1
を
生
産
、
経
産
牛
に
乳

牛
通
常
精
液
を
授
精
し
後
継
牛
を
確
保
す
る

方
法
で
す
。「
ケ
ー
ス
①
」
は
、
未
経
産
牛

に
乳
牛
性
選
別
精
液
を
授
精
し
、
経
産
牛
に

和
牛
精
液
を
授
精
す
る
方
法
で
す
。「
ケ
ー

ス
②
」
は
未
経
産
牛
に
性
選
別
精
液
の
授
精

や
和
牛
受
精
卵
の
移
植
を
行
い
、
経
産
牛
に

乳
牛
精
液
、
和
牛
精
液
を
授
精
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
で
収
益
性
を
比
較
す
る

と
、性
選
別
精
液
を
活
用
す
る
「
ケ
ー
ス
①
」

と
「
ケ
ー
ス
②
」
で
は
、
精
液
代
な
ど
の
経

費
は
や
や
多
く
か
か
り
ま
す
が
、
効
率
的
に

後
継
牛
を
確
保
で
き
る
の
で
、
肉
用
子
牛
の

生
産
頭
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

に
「
ケ
ー
ス
②
」
は
受
精
卵
移
植
に
よ
る

F

1
よ
り
単
価
の
高
い
和
牛
子
牛
も
得
ら
れ

る
の
で
、「
ケ
ー
ス
①
」
よ
り
も
子
牛
の
売

上
げ
が
多
く
、
収
益
性
が
良
く
な
り
ま
す
。

こ
の
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
飼
養

頭
数
や
更
新
率
、
分
娩
間
隔
、
受
胎
率
な
ど

各
農
家
の
規
模
や
技
術
水
準
や
子
牛
の
市
場

価
格
な
ど
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
シ
ミ
ュ

牛
の
確
保
に
よ
り
、
収
益
性
も
大
幅
に
改

善
し
ま
し
た
。

5
　「
か
な
が
わ
酪
農
活
性
化
対
策
事

業
」
と
し
て
の
取
組
み

　

県
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
か
な
が
わ

酪
農
活
性
化
対
策
事
業
」
の
中
で
、
酪
農
家

に
お
け
る
後
継
牛
確
保
対
策
と
し
て
、
繁
殖

計
画
の
作
成
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

牛
房
稼
働
率
が
低
下
し
て
い
る
モ
デ
ル
農

家
を
対
象
に
牛
房
稼
働
率
が
低
下
し
た
経

緯
、
飼
養
頭
数
、
繁
殖
状
況
な
ど
の
現
状
を

調
査
し
、
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
搾
乳
牛
の

増
頭
や
肉
用
子
牛
売
り
上
げ
増
加
な
ど
の
目

標
を
設
定
し
ま
し
た
（
図
2
）。

　

モ
デ
ル
農
家
の
目
標
の
達
成
に
向
け
、

当
所
と
酪
農
家
に
加
え
、
実
際
に
人
工
授

精
や
受
精
卵
移
植
を
担
当
す
る
獣
医
師
、

精
液
や
受
精
卵
を
販
売
す
る
県
酪
連
と
連

携
し
な
が
ら
、
後
継
牛
を
生
産
す
る
た
め

の
性
選
別
精
液
や
肉
用
子
牛
生
産
の
た
め

の
和
牛
精
液
や
受
精
卵
移
植
の
利
用
な
ど

の
繁
殖
計
画
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
経
済
性
も
加
味
し

た
繁
殖
計
画
の
作
成
）
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
繁
殖
計
画
に
基
づ
き
、
担
当
獣

医
師
が
授
精
や
移
植
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
所
は
月
1
回
、
授
精
（
移
植
）
状
況
を

調
査
し
、
計
画
の
進
行
管
理
を
行
う
と
と

も
に
、
受
胎
の
状
況
な
ど
か
ら
、
飼
養
管

理
の
改
善
や
計
画
の
修
正
を
関
係
機
関
と

連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
今
後
の
繁
殖
計
画
や
子
牛
生

産
の
方
向
性
が
明
確
に
な
り
、
性
選
別
精
液

や
和
牛
受
精
卵
の
積
極
的
な
活
用
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
と
く
に
、
性
選
別
精
液
の
活
用
に

よ
り
、
必
要
な
頭
数
の
後
継
牛
が
受
胎
し
た

農
家
で
は
、
肉
用
子
牛
生
産
に
安
心
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

酪
農
経
営
収
益
性
向
上
の
た
め
の
効
率
的
な
後
継
牛
確
保
に
つ
い
て

�
〜
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
繁
殖
計
画
の
作
成
〜

育
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
4
）。
こ
の
育
成
牛

が
平
成
29
年
頃
か
ら
分
娩
す
る
と
、
再
び
搾

乳
牛
舎
が
埋
ま
り
、
さ
ら
に
計
画
的
更
新
が

可
能
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
B
牧
場
で
は
、
副
収
入
ア
ッ
プ
に

向
け
和
牛
受
精
卵
の
移
植
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
B
牧
場
の
交
配
計
画
は
（
図
3
）

の
と
お
り
で
す
。「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に

よ
る
と
、
交
配
計
画
の
実
行
に
よ
り
、
効
率

的
に
後
継
牛
が
確
保
さ
れ
、
搾
乳
牛
頭
数
が

増
え
る
こ
と
で
、
年
間
の
子
牛
生
産
頭
数
も

増
え
、
子
牛
売
上
げ
も
大
き
く
増
加
す
る
と

い
う
試
算
に
な
っ
て
い
ま
す
（
表
5
）。
加
え

て
生
乳
の
売
上
げ
増
加
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

モ
デ
ル
農
家
5
戸
で
設
定
し
た
繁
殖
計
画

は
中
長
期
的
な
目
標
で
あ
る
た
め
、
子
牛
相

場
な
ど
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
計
画
を
見
直

し
た
り
、
分
娩
間
隔
の
延
長
な
ど
か
ら
目
標

達
成
が
困
難
と
な
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、

原
因
の
究
明
と
対
策
を
検
討
し
、
繁
殖
性
の

向
上
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
子
牛
の
生
産
状
況
な
ど
繁
殖
計

画
の
実
行
に
よ
る
効
果
を
取
り
ま
と
め
、
皆
様

へ
モ
デ
ル
事
例
と
し
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

6
　
む
す
び
に

　

酪
農
情
勢
は
10
年
前
か
ら
大
き
く
転
換

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
よ
り
良

い
飼
養
管
理
や
経
営
の
方
向
を
選
択
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ひ
と
た
び
牛
舎
に
空
き
が
出
来
る
と
、

性
選
別
精
液
を
積
極
的
に
活
用
し
て
も
搾

乳
牛
舎
を
埋
め
る
に
は
2
〜
3
年
を
要
し

ま
す
。
ま
た
牛
舎
の
空
く
比
率
が
高
け
れ

ば
高
い
ほ
ど
、
年
月
も
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
現
在
牛
舎
に
空
き
が
な
く
て
も
、

確
実
に
必
要
な
後
継
牛
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
が
、
酪
農
経
営
を
安
定
化
さ
せ
る
た

め
に
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

繁
殖
の
方
法
を
変
え
た
い
が
悩
ん
で
い

る
方
、「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
す
る
こ
と

で
、
方
向
性
を
見
つ
け
る
一
助
と
な
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
当
所
で
は
、
後
継
牛
確

保
の
た
め
の
繁
殖
方
法
の
違
い
に
よ
る
収

益
性
の
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
う

と
と
も
に
、
将
来
の
経
営
の
目
標
設
定
と

そ
の
実
行
の
た
め
の
「
繁
殖
計
画
」
の
作

成
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
・
粘
膜
病
に
注
意
」

　

酷
暑
と
な
っ
た
今
年
の
夏
で
す
が
、
暑
熱

対
策
は
十
分
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

こ
の
夏
を
乗
り
切
っ
た
家
畜
達
も
疲
れ
が
で

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
十
分

な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
回
は
牛

ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
・
粘
膜
病
（
B
V
D
M
D
）

に
関
す
る
話
題
で
す
。
最
近
で
は
北
海
道
な

ど
の
預
託
受
け
入
れ
農
場
で
も
本
病
の
陰
性

を
条
件
と
す
る
農
場
も
増
え
て
お
り
、
農
家

の
方
々
の
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
本
病
は
B
V
D
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
り
、
感
染
牛
に
は
発
熱
や
下
痢
な
ど
を

起
こ
す
ほ
か
、
特
に
妊
娠
牛
に
は
異
常
産
や

繁
殖
障
害
な
ど
を
起
こ
す
届
出
伝
染
病
で
す
。

通
常
は
、
一
過
性
で
回
復
し
ま
す
が
、
妊
娠

牛
が
感
染
し
た
場
合
、
胎
子
は
感
染
時
期
に

よ
っ
て
は
持
続
感
染
牛
（
P

I
牛
）
と
な
り
、

生
涯
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
・
排
出
し
本
病
の
感

染
源
と
な
り
ま
す
。
本
病
に
つ
い
て
は
家
畜

防
疫
対
策
要
綱
（
以
下
要
綱
）
に
基
づ
き
対

策
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
年
、

本
病
の
発
生
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
ん
延

が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
農
林
水

産
省
は
「
牛
ウ
イ
ル
ス
下
痢
症
・
粘
膜
病
に

関
す
る
防
疫
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）」
を
策
定
し
、
要
綱
と
併
せ
た

防
疫
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
発
生
予
防
・
ま

ん
延
防
止
対
策
と
し
て
、
①
県
は
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
、
本
病
に
対
す
る
普

及
啓
発
を
行
う
。
②
適
切
な
飼
養
管
理
を

行
う
（
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
）。
③

P

I
牛
摘
発
の
た
め
の
抗
原
検
査
を
行
う
。

④
発
生
状
況
に
応
じ
て
予
防
接
種
を
す
る
。

⑤
P

I
牛
が
摘
発
さ
れ
た
場
合
は
自
主
的

と
う
汰
を
行
い
、
と
う
汰
以
降
十
ヶ
月
間

に
生
ま
れ
た
子
牛
は
速
や
か
に
抗
原
検
査

を
行
う
。
等
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

本
病
の
対
策
は
、
P

I
牛
を
農
場
へ
侵
入

さ
せ
な
い
事
と
、
P

I
牛
の
早
期
摘
発
・

と
う
汰
が
清
浄
化
の
手
段
で
す
。
病
気
に

対
す
る
正
し
い
理
解
に
努
め
、
積
極
的
な

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
の
流
れ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等

に
つ
い
て
の
ご
不
明
な
点
は
家
畜
保
健
衛
生

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
湘
南
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家
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り
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聞き取り調査 現状と今後の方向性

〔農家、畜技C〕 （交配、繁殖、子牛生産）

プラン作成 ホルス精液（通常、性選別）

〔農家、畜技C、獣医師、酪連〕 ホルス受精卵

和牛精液、和牛受精卵

プランによる交配 人工授精、移植の実施

〔農家、獣医師〕

子牛生産調査 子牛生産、出荷の状況

〔農家、畜技C〕 効果の把握

図2　事業の流れ

図3　B牧場の交配割合と子牛頭数の計画

現　状 計　画

経産牛頭数 27頭 40頭

子牛売上げ 256万円 608万円

表5　B牧場の計画実行による効果

-800 

-400 

0 

400 

800 

現 状 ケース① ケース②

肉用子牛の売上

初妊牛導入費

繁殖に関わる経費

哺育・育成費

0

＋182万円 ＋205万円

図1　シミュレーションによる収益性の比較

～H20 経産、未経産ともホルス通常精液を中心に授精

H20 預託先で性選別精液の授精を始める

H22～23 自家育成牛に性選別精液の授精を始める

H25秋 未経産牛に性選別精液、経産牛のほぼ全頭に和牛を授精

H26夏～ F1生産頭数が増え始める

表1　A牧場の取組み経過

H24 H25 H26 H27

　①ホルス♀（後継牛） 11 10 11 6

（うち性選別精液産子） （1） （6） （10） （6）

　②ホルス♂ 10 10 2 1

　③F1♀ 3 6 7 7

　④F1♂ 4 5 15 17

　⑤和牛♂ 1 1

　⑥和牛♀

肉用子牛売上げ（千円）※ 2,310 3,160 4,930 5,290

※　②～④の頭数に神奈川県家畜市場（平成27年5月及び6月）の平均単価を用いて試算

表2　A牧場の生産子牛内訳と売上げ推移

Ｈ25 ホルスは通常精液を中心に授精し、生まれる雄子牛割合が高かった

Ｈ26 後継牛が不足し、搾乳牛頭数が減少した

Ｈ26 ホルスの性選別精液を活用し始める

Ｈ27 性選別精液によるホルス雌子牛生まれ始める

Ｈ28 和牛受精卵の移植を始める

表3　B牧場の経緯

H25 H26 H27 H28(見込み)

　経産牛頭数 30 27 27 28
　育成牛頭数 14 12 18 20

（うち導入頭数） （4） （0） （2） （0）
　①ホルス♀（後継牛） 3 7 8 8

（うち性選別精液産子） （0） （0） （４） （8）
　②ホルス♂ 10 7 11 0
　③F1♀ 7 3 0 9
　④F1♂ 3 4 5 6
肉用子牛売上げ（千円）※ 2,930 2,070 1,980 3,210
※　②～④の頭数に神奈川県家畜市場（平成27年5月及び6月）の平均単価を用いて試算

表4　B牧場の子牛生産内訳と売上げの推移


